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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2015年６月23日に提出いたしました第144期（自　2014年４月１日　至　2015年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

 第一部 【企業情報】

   第２ 【事業の状況】

     １ 【業績等の概要】

　　　（自己資本比率の状況）

　

     ４ 【事業等のリスク】

　　　（１）自己資本比率に関するリスク

 
     ７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　（２）財政状態

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所には　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

 第２ 【事業の状況】

   １ 【業績等の概要】

　　（自己資本比率の状況）

　　　（参考）

　　　　（訂正前）

　　　　　連結自己資本比率（国内基準）

（単位：億円、％）

 平成27年３月31日

１．連結自己資本比率（２／３） 12.67

２．連結における自己資本の額 2,593

３．リスク・アセットの額 20,381

４．連結総所要自己資本額 815
 

 
　　　　　単体自己資本比率（国内基準）

（単位：億円、％）

 平成27年３月31日

１．自己資本比率（２／３） 12.53

２．単体における自己資本の額 2,534

３．リスク・アセットの額 20,109

４．単体総所要自己資本額 804
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　　　　（訂正後）

　　　　　連結自己資本比率（国内基準）

（単位：億円、％）

 平成27年３月31日

１．連結自己資本比率（２／３） 12.68

２．連結における自己資本の額 2,582

３．リスク・アセットの額 20,353

４．連結総所要自己資本額 814
 

 
　　　　　単体自己資本比率（国内基準）

（単位：億円、％）

 平成27年３月31日

１．自己資本比率（２／３） 12.55

２．単体における自己資本の額 2,521

３．リスク・アセットの額 20,081

４．単体総所要自己資本額 803
 

 
   ４ 【事業等のリスク】

　　（１）自己資本比率に関するリスク

 
　　　（訂正前）

　　　　○連結自己資本比率の推移（国内基準）

 
  平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

自己資本比率 ％ 13.47 13.43 13.24 12.97 12.67

（Tier1比率） ％ 12.55 12.63 12.60 ― ―
 

 
　　　（訂正後）

　　　　○連結自己資本比率の推移（国内基準）

 
  平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

自己資本比率 ％ 13.47 13.43 13.24 12.97 12.68

（Tier1比率） ％ 12.55 12.63 12.60 ― ―
 

 
   ７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　（２）財政状態

　　　（訂正前）

預金につきましては、個人預金を中心に順調に増加した他、法人預金も増加したことから、前期末比420

億円増加し期末残高は３兆8,705億円となりました。譲渡性預金の期末残高は3,260億円となりました。な

お、預金と譲渡性預金の合計では前期末比904億円増加し期末残高は４兆1,965億円となりました。

貸出金につきましては、法人向け貸出や公共向け貸出の他、住宅ローンを中心とした個人向け貸出が増加

したことにより、前期末比1,131億円増加し期末残高は２兆6,695億円となりました。

有価証券につきましては、地方債等公共債の引き受けと資金運用としての債券購入などを行いました結

果、前期末比579億円増加し期末残高は１兆6,296億円となりました。

自己資本比率につきましては、連結自己資本比率（国内基準）は12.67％となり、当行単体の自己資本比

率（国内基準）は12.53％となりました。

なお、平成26年３月末より改正後の自己資本比率基準（国内基準）に基づいて算出しております。
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　　　（訂正後）

預金につきましては、個人預金を中心に順調に増加した他、法人預金も増加したことから、前期末比420

億円増加し期末残高は３兆8,705億円となりました。譲渡性預金の期末残高は3,260億円となりました。な

お、預金と譲渡性預金の合計では前期末比904億円増加し期末残高は４兆1,965億円となりました。

貸出金につきましては、法人向け貸出や公共向け貸出の他、住宅ローンを中心とした個人向け貸出が増加

したことにより、前期末比1,131億円増加し期末残高は２兆6,695億円となりました。

有価証券につきましては、地方債等公共債の引き受けと資金運用としての債券購入などを行いました結

果、前期末比579億円増加し期末残高は１兆6,296億円となりました。

自己資本比率につきましては、連結自己資本比率（国内基準）は12.68％となり、当行単体の自己資本比

率（国内基準）は12.55％となりました。

なお、平成26年３月末より改正後の自己資本比率基準（国内基準）に基づいて算出しております。
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